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１．概要（Summary） 

新しい二相ステンレス鋼（（NSSC®2120 / S82122 /  

SUS821L1）は、従来のステンレス鋼と比べ強度が約2倍

であることから，真空チャンバーなど装置構造部の肉厚を

薄くできる可能性がある．本研究では，真空ベーキングを

施さない場合の新二相ステンレス鋼のガス放出速度につ

いて調べた．その結果，新二相ステンレス鋼は従来ステン

レス鋼 SUS304L と比較して低ガス放出速度を有すること

がわかった． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ガス放出速度測定装置 
 

【実験方法】 

測定試料として，未処理（BM），電解研磨処理（EP）の

２種類の表面処理を施した SUS821L1 及び SUS304L

製の板状試料（60 mm×60 mm×0.5 mm or 1 mm，120

枚）を準備した．実験は真空排気後 150 ℃×96 hの真空

ベーキングを行い，相対湿度 50 %で 30 分間大気暴露

し，その後真空排気スタートを時刻 0 h として真空ベーキ

ングを施さない場合のガス放出速度を測定した．なお，測

定毎に窒素ガスの基準流量を用いて真空計の校正を行

い，拡張不確かさ(k =2)10.6 %の定量確度を確保した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に真空ベーキングを施さない場合の新二相ステ

ンレス鋼とオーステナイトステンレス鋼のガス放出速度の

時間変化を示す．未処理（BM），電解研磨処理（EP）の

いずれの場合も、新二相ステンレス鋼(SUS821L1)のガ

ス放出速度は，オーステナイトステンレス鋼(SUS304L)の

それと比較して約 30 %低減した．これは，BM 試料，EP

試料ともに二相ステンレス鋼の表面粗さが低減しているこ

とと，二相ステンレス鋼表面の自然酸化膜がCrリッチな不

働態皮膜が形成されることにより，吸着ガス(主に H2O)が

低減されることによると考えられる．  

以上より，新二相ステンレス鋼は真空ベーキングを施さ

ない場合の真空特性が良好であることを実証できた． 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 

 

６．関連特許（Patent） 

なし 

Fig. 1 Time changes of the outgassing rates without 

the baking of SUS821L1 (BM), SUS821L1 (EP) 

and SUS304L(BM), SUS304L(EP). 


